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原子力機構について
• 主要な研究開発分野

• 福島第一原子力発電所事故への対
処（廃炉、環境回復）

• 原子力の安全性向上、防災対策
• 核不拡散・核セキュリティ
• 原子力の基礎基盤研究
• 高速炉・新型炉の研究開発
• 核燃料サイクルの再処理、放射性
廃棄物の処理処分

• 原子力施設の廃止措置実証
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I’m here!



組織と自己紹介

研究連携成果展開部
産学連携戦
略室

•総括、競争的
資金・科研費、
施設供用

知的財産管
理・利用促
進課

•知財の維持管
理、産業応用

研究成果管
理課

•外部発表管理、
機関リポジト
リ、レポート
等刊行

科学技術情
報課

•図書館、福島
アーカイブ、
INISナショナ
ルセンター

• 原子力機構の研究開発に
関する管理、連携、成果
の展開を担う

• 管理業務かつ研究支援
• 「研究者・技術者のために
なるように、負担にならな
いように」という志向

• 主務はテクニカルレポート
等の刊行や著作権処理
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産学連携・社会還元 研究開発成果の普及等



研究データ公開に関する検討状況
• データポリシーは2019年10月策定が目標
• 「日本原子力研究開発機構データポリシー策定の基本的な考え
方」をとりまとめ・公表（2019/3）

• データポリシー策定及び運用の留意点
• 安全保障上の情報管理
• 法令の遵守
• オープン・クローズド戦略
• 利活用の促進：二次利用可能なライセンス、永続的識別子、メタデー
タの付与

4https://tenkai.jaea.go.jp/JAEA_datapolicy_basicway.pdf

https://tenkai.jaea.go.jp/JAEA_datapolicy_basicway.pdf


どのような成果でも公開してよい？

• 安全保障
• 核不拡散や軍事転用規制

• 法令等
• 情報公開法上の不開示情報（個人情報、法人情報、国家安全情報、公
共安全情報、審議検討等情報、事務事業情報）

• 組織としての検討事項
• 契約、協定、関係者間の取決め
• オープン・クローズド戦略（研究開発・知的財産の戦略上の検討）
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• 原子力機構では論文/口頭発表の都度
承認手続きにより発表の可否を確認

• 研究データも同様に取り扱う予定



公開と非公開の区別（2019/5/22版）

• 保存・管理する研究データ
• 研究開発等の過程で生まれるデータ（原則すべて）

• 公開する研究データ
• 論文・報告書・データベース等
として公表されたもの

• 論文等のエビデンスデータ
• 未公表だが公益性が高いもの
→機構内外のプラットフォームか
ら二次利用可能にして公開する

• 公開しない研究データ
• 安全保障、法令等によるもの

• 研究開発の戦略等により公開しな
い、その他公開に適さないもの

→非公開期間を定め、経過後に公開
可否を判断する
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研究開発戦略上の判断等により区別（研究の進展・社会的影響等）

※現時点の整理のため、今後の検討によって変更する可能性があります



研究データ

安全保障上の
機微技術情報
に該当するか

研究開発・知
的財産の戦略
上公開してよ

いか

外部発表を予
定している
データか

いいえ

はいはい

いいえ いいえ

はい

いいえ

非公開

不開示情報の
区分・除去が
可能か

いいえ

はい

情報公開法上
の不開示情報
に該当するか

技術競争力確
保等に関する
情報に該当す

るか

はい

情報公開日時
指定や制限付
公開が可能か

いいえ

はい

公益性が高く
利活用すべき
データか

いいえ

はい

はい

いいえ
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発表先の規定
によりデータ
公開が求めら
れているか

はい

いいえ

公開

いいえ

期間、
条件を
指定し
て公開

はい

情報公開日時
指定や制限付
き公開が必要

か

契約・協定・
関係者間の取
決め等により
公開が可能か

いいえ

はい

公益性が高く
利活用すべき
データか

はい

いいえ

公開までの判断のポイント（2019/5/22版）

安全保障

法令等

組織としての検討

※現時点の整理のため、今後の検討によって変更する可能性があります



データ公開の現状
• 公開しているデータもあり、方法や理由は様々

• 組織として
• テクニカルレポート：JAEA-Research、JAEA-Data/Codeなど
• 放射性物質モニタリングデータの情報公開サイト
• 核データライブラリ：輸出管理手続き等を経て
• 研究所の放射線管理業務、原子力安全協定の一環として

• 個人として
• 論文投稿のエビデンスデータ：出版社等のルール、分野の慣習

• 例：IAEAの核反応データライブラリ「Experimental Nuclear 
Reaction Data （EXFOR）」 https://www-nds.iaea.org/exfor/
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https://www-nds.iaea.org/exfor/


9https://jopss.jaea.go.jp/

テクニカルレポートの例
• 機械可読データを提供、ライセンスなし

https://jopss.jaea.go.jp/


https://emdb.jaea.go.jp/emdb/ 10

放射性物質モニタリングデータ
• 利活用を意識
• 複数のファイル形式で機械可読
データを提供

• ライセンスなし

https://emdb.jaea.go.jp/emdb/


今後の公開・利活用に向けて：1

• ライセンス表示が難しいものは事例ごとに対応
• 現在の想定

• メタデータのみ公開→希望がある場合に対応
• 秘密保持契約等を締結
• 共同研究などへの進展

• 協定等に基づき公開・提供するデータ
• 公開方法やライセンスは実態に合わせたものに
• 今後個別の事例をもとに検討
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• 既に公開している研究データ
• 必ずしも引用されやすいかたちではない
• ライセンスが明示されていない
• 分野の慣習によるものもあり一律に定めるのは難しい

今後の公開・利活用に向けて：2
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• 公開に際してルールや手引き（推奨）を整備
• 公開先の調査、リポジトリの構築等による成果の集約の検討



今後の公開・利活用に向けて：3
• 未公開だが公開できる研究データ

• 論文、テクニカルレポート等の根拠データ
• CCライセンス等の選択をサポートし、研究者自身が納得し、
負担にならないように公開
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• ライセンス選択のための手引きの作成を検討中
• 「どの程度広めたいか/どのように使われたいか」によって

CCライセンスを選択できるような補助資料



ライセンス表示ガイドラインの活用
• ガイドラインの活用が難しい研究データ

• 既存の取決め等に基づいて提供しているもの
• （データ自体を完全に公開することも難しい可能性）

• ガイドラインの活用が可能な研究データ
• 論文・テクニカルレポート等のエビデンスデータの公開
• 多くのデータ公開で用いることができる

• 懸念
• 目的の制限や転用の規制ができない
→公開・出版した成果の制限はできないため、公開可否の判断を慎重に
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研究データ公開・利活用への期待

• 組織内で研究開発の在り方を考える機会をもつこと
• 研究開発の現状を把握する、共有する
• 研究開発や知的財産の戦略を改めて考える

• 原子力機構の多様な研究が広く知られること、使われること
• 公開・出版した成果は広く利活用されてほしい
• 共同研究や他機関との連携が促進されるとよい
• 研究者がより自由でオープンに研究できるようになるとよい
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